
介護保険特別会計 令和６年度決算について

令和６年度 令和５年度 増 減

歳 入 17,157,013 17,259,622 ▲102,609

歳 出 16,035,078 16,187,756 ▲152,678

形式収支
(＝実質収

支)
1,121,935 1,071,866 50,069

単年度
収支

50,069 ▲150,553 200,622

（単位：千円）

１ 第7期（H30～R2）、第8期（R3～R5）では、単年度収支の黒字傾向が続き、基金への積立てを行って
もなお実質収支（繰越金）が増加してきた。

２ 第9期1年目の令和6年度の単年度収支は、5千万円の黒字となったが、基金への積立ては行わなかった。

３ 第9期2年目以降（R7・R8）は、当初の介護保険事業計画どおり保険給付費の増加が見込まれるが、R6
年度末で約11.2億円となる繰越金を活用して給付増に対応することを見込んでいる。

４ 第10期以降は、収支の赤字分を15.5億円の基金の取崩しで補塡しつつも、第12期以降も基金残高が
4.5億円を維持できるよう保険料を設定し運営していく。
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